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１．概要（Summary） 
 海鳥は海上の気流を利用して，飛行している．一方で，

逆問題として海鳥の飛行から海上の気流を予想する研究

が行われている．海鳥にバイオロギングとして GPS などを

取り付け，飛行軌跡などを計測する．バイオロギングの装

置に風速センサを取り付ければ，より正確に気流を評価

できる．しかし，海鳥は海中に潜水するため，防水である

必要がある． 
本研究では海鳥に取り付けるための防水ピトー管を設

計試作し，圧力差・風速に対する応答を評価した． 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 ・高速大面積電子線描画装置 
 ・マスク・ウエーハ自動現像装置群 
 ・ステルスダイサー 
【実験方法】 
 ピトー管の圧力差計測のためのセンサ素子としての

MEMS 差圧センサの製作において，ナノテクプラットフォ

ームが有する電子線描画装置とマスク・ウエーハ自動現

像装置群を用いて製作した EB 描画マスクを用いた． 
 製作したセンサを 3D プリンタで試作した筐体内に試作

した MEMS 差圧センサを取り付けた． また筐体の入口

にナノホールアレイが形成されたアルミナメンブレンを取り

付けた． 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 製作したピトー管の圧力差に対する応答，風速に対する

応答を評価した．アルミナメンブレンがついている場合と

ついていない場合を比較するとついている場合は感度が

下がっていたが，1 m/s 以下の風速を計測できる分解能

であった．また水に入れた後でも，計測できることが示され

た． 
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なし． 
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